
立命館アジア太平洋大学 ＜IBスコアを活用した入試概要＞      
＊掲載内容はあくまでもポイントをまとめたものになりますので、 出願される前に必ず募集要項をご確認ください。 

大学のIB入試のアピールポイント（入試課記入） 

本学のIB入試は、国際バカロレアのディプロマ（IB Diploma）の取得（または取得見込の）者を対象とし、ディプロマ取得に至る学

びの成果を評価します。また、合格者は学内にある寮（APハウス）の選考において優先的に入寮を許可します。 

４月入学 ９月入学 

対象学部 

 

全学部（アジア太平洋学部、国際経営学部） 対象学部 全学部（アジア太平洋学部、国際経営学部） 

募集人員 各学部にて若干名 募集人員 各学部にて若干名 

出願資格 次の（1）と（2）、（3）の全てに該当する者。 

（1） 出願する学部への入学を希望し、合格した

場合には入学する意思を持つ者 

（2） 国際バカロレア資格を取得した者または20

21年3月31日までに取得する見込みの者 

（3） 英語能力に関して下記の①から③のいずれ

かに該当する者 

1 国際バカロレア資格を英語で取得または

取得見込みの者 

2 出願する入学基準言語に応じて、次の基

準を満たす者（別紙1） 

3 日本の中学校と高等学校の課程に相当す

る期間に受けた教育の原則全科目（言語

教育科目を除く。）を英語で受講した者

や英語を母語とする者など、十分な英語

力を有していることを本学が認めた者 

出願資格 次の（1）と（2）、（3）の全てに該当する者。 

（1） 出願する学部への入学を希望し、合格した場

合には入学する意思を持つ者 

（2） 国際バカロレア資格を取得した者または2021

年9月20日までに取得する見込みの者 

（3）英語能力に関して下記の①から③のいずれかに

該当する者 

1 国際バカロレア資格を英語で取得ま

たは取得見込みの者 

2 出願する入学基準言語に応じて、次

の基準を満たす者（別紙1） 

3 日本の中学校と高等学校の課程に相

当する期間に受けた教育の原則全科

目（言語教育科目を除く。）を英語

で受講した者や英語を母語とする者

など、十分な英語力を有しているこ

とを本学が認めた者 

選抜方法 （1） 第1次選考 

出願書類による審査 

 

（2） 第2次選考 

個人面接（約30分） 

第1次選考合格者に対して、出願書類に基づく

質疑応答を中心とするオンライン面接を行い

ます。 

 

（3） 最終合否判定 

第1次選考と第2次選考の内容を総合的に評価

し、合格者を決定します。 

選抜方法 （1） 第1次選考 

出願書類による審査 

 

（2） 第2次選考 

個人面接（約30分） 

第1次選考合格者に対して、出願書類に基づく質

疑応答を中心とするオンライン面接を行いま

す。 

 

（3） 最終合否判定 

第1次選考と第2次選考の内容を総合的に評価

し、合格者を決定します。 

出願期間 募集区分 

第1回  2020年10月1日（木）～11月2日（月） 

第2回  2020年10月22日（木）～11月23日（月） 

出願期間 募集区分 

第1回   2021年3月9日（火）～3月26日（金） 

選抜期日 募集区分 

第1回  2020年11月25日（水）～11月27日（金） 

第2回  2020年12月16（水）～12月18日（金） 

※上記の期間から本学が日時を指定 

選抜期日 募集区分 

第1回  2021年4月21日（水）～4月23日（金） 

 

※上記の期間から本学が日時を指定 

合格発表

日 

募集区分 

第1回  2020年12月8日（火） 

第2回  2021年1月12日（火） 

合格発表

日 

募集区分 

第1回  2021年5月11日（火） 

備考 2021年3月31日までに、国際バカロレア資格を取得

できなかった者は、合格した場合であっても入学資

格を取り消します。 

 2021年9月20日までに、国際バカロレア資格を取得で

きなかった者は、合格した場合であっても入学資格を

取り消します。 

入試要項 立命館アジア太平洋大学 入学試験要項 2021年4月・9月入学 

（以下のＵＲＬからダウンロード可能） 

http://www.apumate.net/images/pdf/2021/nyushi_youkou.pdf 

問合せ先 立命館アジア太平洋大学 アドミッションズ・オフィス（国内） 

TEL: 0977-78-1120  FAX: 0977-78-1199 Email: apumate@apu.ac.jp 

 



（別紙1） 

 

 


